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Time Schedule
令和８年度 専門実務課程

科目説明欄が足りない場合は、こちらを
コピーして使用してください

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、予め御了承ください。

日 程

場 所

対 象

定 員

受講費

申込期限

申込方法

お問い合わせ

※研修開始の約1週間前に「WEBポータル」を通じて「時間割」を掲示しますので、最新情報をご確認ください。

研修の
ペーパーレス化

研修受講にあたっては、講義資料等の指定された電子データを「WEBポータル」から
予めノートPC等の端末にダウンロードしたうえで持参してください。
端末の持参が難しい場合は、講義資料等を紙に印刷して持参してください。

市町村アカデミー「WEBポータルサイト」からお申込みください

市町村アカデミーホームページ右側に表示される「申し込みはこちら」をクリックして開
いた「WEBポータル」からお申し込みください。
※「WEBポータル」のご利用にあたっては、アカウントの作成が必要となります。

市町村職員中央研修所研修部

043-276-3126 https://www.jamp.gr.jp/TEL URL

※左記受講費は予定となります。
決定金額は受講決定通知にてお知らせします。

受講者の
氏名が

未定の場合

人事異動の関係等、申し込み時点で受講者氏名を確定できない場合でもお申し込み
いただけます。
「WEBポータル」の申込情報入力画面にて、「氏名」欄横の「未定」にチェックを入れ、
そのほかの必要項目を入力し送信してください。

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）千葉市美浜区浜田1丁目1番地

中堅職員

60人

23,650円

令和8年5月7日(木)

数人の演習班に分かれ、業務に関する新提案
や改善提案等、各班でテーマを定め、自主的
なグループ討議を行います。

協働が必要とされる理由やその課題、行政の
役割などを各地の事例をもとに解説しながら、
協働の意味・考え方について学びます。

地域が主体的に意思決定し実践するための地
域自治運営組織のしくみやプロセスを学びま
す。長崎市の実践事例を通じて、地域を支え
る職員の役割を中心に、地域主体による協働
のあり方を学ぶことを目的としています。

「地域は手入れを続けることで育つ」を軸に、
新規創造偏重のまちづくりから、既存資源に
愛着を持って守り育てる地域づくりへの転換
を目指します。住民が地域の手入れ（メンテ
ナンス）を行うことの価値について問い直し、
行政が市民と「寄り添い支える」関係づくり
とは何かを探ります。さらに、補助金依存や
制度作り偏重への問題提起も行います。

16:30 ー

課題演習（討議）

高崎経済大学地域政策学部教授・
大学院地域政策研究科長

長崎市市民力・職員力エンパワーメンター

下関市立大学経済学部経済学科・
大学院経済学研究科教授

櫻井 常矢 氏

原田 宏子 氏

竹内 裕二 氏

協働の意味と行政の役割（講義）
～人口減少時代の地域づくりを進めるために～

地域で決めて地域で実践する（講義）
～協働のしくみと実践～

地域メンテナンス実践論（講義）
～住民主体のまちづくりを支える行政の役割～
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9:00 ー 14:10

14:25 ー 17:00

9:00 ー 12:00

課題演習（討議）

17:00 ー 17:45

協働による地域づくり

令和8年6月29日(月) ～ 7月3日(金)

地域づくりにおける協働の意義を理解し、行政、RMO、NPO、自治会、
市民活動団体など多様な主体との連携手法を学びます。講義・演習を通し
て、複雑化する地域課題に対応する協働の仕組み、合意形成、制度・資源
活用を体系的に習得し、持続可能な地域づくりの実践力を養います。

課目の説明（120文字程度）

00:00 ー 00:00

課目名

講師肩書

講師氏名

13:15 ー 14:45
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Time Schedule

研修に関する準備物や研修所内での過ごし方については、
「研修のしおり」をご覧ください。
https://www.jamp.gr.jp/students/guidance/

科目説明欄が足りない場合は、こちらを
コピーして使用してください

Memo

７
月
３
日
／
金

各班の討議結果を発表し、質疑応答や意見交
換を行います。その後、講師から講評等をい
ただきます。高崎経済大学地域政策学部教授・

大学院地域政策研究科長

櫻井 常矢 氏

課題演習（発表・講評）

9:00 ー 12:00

地域づくりにおいて、なぜ「合意形成」が信
頼を育み、学びの場として機能するのかを、
理論と事例を交えて学びます。合意形成を単
なる意見集約ではなく、地域の多様な主体が
関係性を築きながら地域の「解」を共に育て
ていくプロセスとしてとらえ、その要点を
探ります。また、合意形成プロセスをシミュ
レートするグループワークを行います。

宮内 泰介 氏

課題演習（討議）

信頼と学びの場としての合意形成
ー地域の「解」を育む（講義・演習）

課題演習（討議）

15:50 ー 17:45

9:00 ー 12:00

15:50 ー 17:45

地域には関わりたい思いを持ちながら一歩を
踏み出せない市民が多くいます。本講座では、
サードプレイスを生み出す事例紹介やゆるく
つながる場づくりの実践を学びつつ、自治体
職員が市民活動をどのように具体的に支援で
きるかを自分ごととして考える時間をつくり
ます。ビジコン・補助金の活用支援のような
実務だけでなく、日常的にサードプレイスへ
赴き対話を重ねることで信頼関係を築く重要
性にも触れ、職員として踏み出せる「小さな
一歩」を見つける機会とします。

地域ICT化支援講師
昭和女子大学現代ビジネス研究所研究員

小山田 理佐 氏

自治体職員だからできる市民活動
／サードプレイスの支援とは何か

13:00 ー 15:35

人口減少・高齢化が進む中で、地域運営組織
を「つくる」だけでなく「育てる」ための視
点を学びます。中間支援組織の役割や、組織
の成熟度に応じた支援のあり方を事例ととも
に学び、持続可能な地域づくりのしくみを考
えます。

NPO法人都岐沙羅パートナーズセンター
理事・事務局長

斎藤 主税 氏

これからの時代に求められる地域運営組織
の育て方～中間支援の視点から～（講義）

13:00 ー 15:35
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課目の説明（120文字程度）
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12:10 ー

修了式

コー・イノベーション大学准教授

谷口 ちさ 氏

人材サービス会社PMO

平田 朗子 氏

北海道大学大学院文学研究院教授


